
 

意見書案第５号 

 

在留ミャンマー人及び日本への避難を希望するミャンマー人の 

安全確保を求める意見書 

 

２０２１年２月１日にミャンマーにおいて発生したミャンマー国軍によるクーデ

ターから３年が経過したが、現在もアウン・サン・スー・チー国家最高顧問をはじめ

国民民主連盟の幹部などが不当に拘束されているとともに、国軍による武力行使で約

２６０万人が避難するなど重大な人道危機に陥っている。 

さらに、ミャンマー軍事政権が実施する徴兵制は、ミャンマー国民統一政府が、「国

民を戦争の最前線に送り、人間の盾に利用している」と指摘しているように、多くの

若者が犠牲となり、民主主義を希求する国民同士に殺し合いをさせる卑劣な制度と言

わざるを得ず、この悲惨な状況から海外に脱出しようとする若者が増加することが予

想される。 

同国とは経済的にも深い関係にあり、多くのミャンマー人が留学生や技能実習生、

専門的な職業分野の就労者などとして日本社会に参加し、我が国の産業を支えている

ため、在留ミャンマー人及び日本への避難を希望するミャンマー人の安全を確保する

ことが重要である。 

よって、国会及び政府においては、下記の事項について実施することを要望する。 

 

記 

 

１ ２０２１年６月に衆参両院で採択された「ミャンマー軍事クーデター非難」の国

会決議の実現のため、これまで以上に具体的かつ実効性ある対応を行うこと。 

２ 国連やＡＳＥＡＮをはじめとした国際社会と連携し、ミャンマー軍のミャンマー

国民への残虐行為の即時停止、不当に拘束されている人々の即時解放等を強く働き

かけること。 

３ 「本国情勢を踏まえた在留ミャンマー人への緊急避難措置」を継続すること。 

４ ミャンマーから日本への避難者を希望する者への受け入れを支援すること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 

  令和６年（２０２４年）６月４日 
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